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新
町
長
に

西
国
洋

当選証書を受け取る西田町長

上
田
町
長
の
辞
職
に
伴
う
長
浜

町
長
選
挙
の
投
票
が
六
月
二
十

一

日
に
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、

西
田
洋
一
氏
(
四
三
)
が
五
、
六

二
六
票
を
獲
得
し
て
当
選
、
新
町

長
に
決
ま
り
ま
し
た。

{西
田
新
町
長
略
歴一

元
長
浜
町
長
、
元
会
社
社
長
、

慶
麿
義
塾
大
学
卒
、
下
須
戒

氏

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

先
般
行
わ
れ
ま
し
た
長
浜
町
長
選
挙

に
お
き
ま
し
て
は
、
力
強
い
ご
支
援
を

賜
り
当
選
の
栄
に
浴
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
の
感
謝
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
の

私
た
ち
を

取
り
巻
く

環
境
は
、

少
子
高
齢

工
、
蚤
斉

f

i

I

 

不
況
、
国

際
化
等
々

大
変
厳
し

い
状
況
で

あ
る
と
言

わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

私
は
、
今

こ
そ
、
目

前
に
迫

つ

た
二
十

一
世
紀
に
向
か

っ
て
し
っ
か
り

と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
立
て
、
積
極
的
に

諸
施
策
を
を
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
行
政
を

推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
民

の
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
す
る
行
政
、
し
っ

か
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
に
勇
気
を

持
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
む
行
政
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
長
浜
町
は
多
く
の
課
題
が
山

積
し
て
お
り
、
行
政
の
責
任
も
重
大
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第

一
次
産

業
の
振
興
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
福

祉
の
充
実
、
若
者
が
定
住
で
き
る
地
域

開
発
、
競
争
が
益
々
激
し
く
な

っ
て
い

る
商
工
業
の
育
成
、
行
財
政
の
健
全
化

に
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
肱
川
河
川
改
修
問
題
、
中
予

分
水
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
町
に
と
っ

て
誠
に
重
大
な
課
題
で
あ
り
、
町
民
の

不
安
を
解
消
し
、
理
解
を
得
な
が
ら
対

処
し
て
い
き
ま
す
。

地
方
が
自
立
し
て
ゆ
く
時
代
が
到
来

す
る
時
、
行
政
、
議
会
、
町
民
が

一
体

と
な
っ
て
諸
問
題
に
取
り
組
ん
で
行
く
、

元
気
な
郷
土
づ
く
り
に
選
進
す
る
覚
悟

で
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
指

導
ご
鞭
撞
を
お
願
い
し
ま
し
て
、
就
任

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。



約
八
年
ぶ
り
の
選
挙
戦
と
な
っ
た
今

回
の
長
浜
町
長
選
挙
は
、
六
月
十
六
日

に
告
示
、
二
十
一
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、

即
日
午
後
九
時
か
ら
町
体
育
館
で
開
票

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第 2投票区

(ふれあい会館)

今囲|前回
(平成10.6.21)1(平成 2.9.12)

第 3投票区

(青島コミセン)

当
日
有
権
者
数
は
八
、
一
八
七
人

(
前
回
平
成
二
年
八
、
七
八

O
人
)
で
、

投
票
者
総
数
六
、
五
八
八
人
、
投
票
率

は
八

0
・
四
七
%
(
前
田
平
成
二
年
八

二
・
六
一
一
%
)
で
し
た
。

8，780人8，187人有権者数

長浜町長選挙投票結果
投 票 区|性別|有権者教|投票者数|投票率

第 l投票区 1男 537I 376 I 70.02 
|女 636I 449 I 70.60 

(長浜町体育館)
|計 1，173I 825 I 70.33 
1 男 4円 323I 67.71 

女 611I 443 I 72.50 
計1.088I 766 I 70.40 
男 18I 17 I 94.44 
女 40I 34 I 85.00 
計 58I 51 I 87.93 
男 199I 177 I 88.94 
女 236I 213 I 90.25 
計 435I 390 I 89.66 
男 137I 110 I 80.29 
女 155I 124 I 80.00 
計 292I 234 I 80.14 
男 265I 224 I 84.53 
女 309I 269 I 87.06 
計 574I 493 I 85β9 
男 61I 52 I 85.25 
女 I 71 I 62 I 87.32 
計 132I 114 I 86.36 
男 382I 242 I 63.35 
女 444I 312 I 70.27 
計 826I 554 I 67.07 
男 248I 182 I 73.39 
女 278I 2叩 82.73

計 526I 412 I 78.33 
男 539I 482 I 89.42 

女 602I 5ω89.53 

計 1，141I 1，021 I 89.48 
男 266I 243 I 91.35 
女 294I 275 I 93.54 
計 560I 518 I 92.50 
男 366I 323 I 88.25 
女 457I 396 I 86.65 
計 823I 719 I 87.36 
男 101I 85 I 84.16 

女 88I 78 I 88ω 
計 189I 163 I 86.24 
男 181 I 156 I 86.19 

女 189I 172 I 91.01 
計 370I 328 I 88.65 
男 3，777I 2，992 I 79.22 
女 4，410I 3，596 I 81.54 
計|札187I 6，588 I 80.47 

第 4投票区

(しおきい館)

第 5投票区

(晴海集会所)

7，254人6，588人投票者数

7，092票6，262票有効票

第 6投票区

(櫛生小学校体育館)

162票
(持ち帰り 2)

第 7投票区

(須沢公民館)

326票無効票第 8投票区

(i中浦公民館)

82.62% 80.47% 士川 E至法て
J.)く 7才て ←十A第 9投票区

(出海公民館)

挙
戦

当
選
し
た
西
田
氏
は
、
昭
和
六
十
一

年
か
ら
町
長
を
一
期
務
め
て
お
り
、
今

回
再
び
町
政
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

第10投票区

(大和公民館)

第11投票区

(豊茂公民館)

第12投票区

(白滝公民錯)

第13投票区

(戒111小学校)

第14投票区

(柴公民館)
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本
年
度
は
地
方
税
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
町
民
税

E

県
民
税
に
つ

い
て
も
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

改
正
の

一、今
年
度
は
、
定
額
控
除
方
式
に
よ
る

特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
平
成
十

年
度
分
の
個
人
住
民
税
所
得
割
額
の
範

囲
内
で
、
一
定
の
金
額
を
控
除
し
ま
す
。

(
表
①
参
考
)

特
別
融
収
対
象
者
に
保
る
特
別
減
説

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
度
六
月
の
特

平成 10年度住民税特別減税額表(表①)

控除対象寵偶者及
本 人 び扶聾親族

( 1人につき)

1 7， 000円 8，500開

(例)夫婦子 2人の世帯の場合、減税額は
42， 5 0 0円となります。

別
徴
収
税
額
を
徴
収
せ
ず
、
特
別
減
税

額
を
控
除
し
た
後
の
年
税
額
を
、
平
成

十
年
七
月
か
ら
平
成
十
一
年
五
月
ま
で

の
十
一
か
月
間
で
徴
収
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

集
合
融
収
対
象
者
に
つ
い
て
も
、
平

成
十
年
度
第
一
期
分
の
町
県
民
税
を
徴

収
せ
ず
、
特
別
減
税
額
を
控
除
し
た
後

の
年
税
額
を
、
第
二
期
か
ら
第
十
期
ま

で
の
九
期
間
で
敵
収
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。ま

た
、
普
通
撤
収
対
象
者
に
鐸
る
特

別
減
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
度
第

一
期
分
の
納
付
額
か
ら
特
別
減
税
の
額

を
控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

第
一
期
分
で
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
特

別
減
税
額
は
二
期
以
降
か
ら
控
除
し
ま

す。
二
、
非

の
改
正

個
人
住
民
税
の
非
課
税
限
度
額
の
算

出
が
表
②
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
役
場
税
務
課
(
宮
五
一
一
一
一
一

一
・
伺
二

O
四
二
)
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

A 
非課税限度額の改正(表②)

所得金額二五27万2千円X(本人、控除決オ象配餌者浸び扶養親族の合計数l+加算額 14万4千円

所得金額豆27万2千円X(本人、控除対象配鵠者五び扶養親族の合計数l+加算額30万円

(改正前)

均等割の非課税限度額

所得割の非課税限度額

所得金額二重28万円X(本人、控除対象配鵠者五ぴ扶養親族の合計数l+加算額 14万4千円

所得金額二重28万円X(本人、控除対象配偶者及び扶養親族の合計数l+加算額30万円

(改正後)

均等割の非課税限度額

所得割の非課税限度額

※加算額は、控除対象配信者又は扶養親族を有する場合にのみ加算されます。

生韓募集

:テレピ 205ch. ラジオ 500c 

自宅で学習できます。

1月 2 1日から、 csデジタル放送(スカイパーフェク TV!

h) で全国放送を開始しています。テレビとラジオで授業を行い、

[募集学生]0全科履修生・ー卒業を目指す学生ー今学期から全国

で募集開始。選科履修生・ー 1年間在学する学生O科目履修生… 1

学期間 16か月j 在学する学生

I出願受付I現在資料配布をしており、

まで受け付けます。

I資料請求・お問い合わせ]放送大学愛媛学習センター(〒 79 

0-082 6 松山市文京町 3愛媛大学内:宮 089-923-

854 4、放送大学ホームページ http://www.

ir. ac. jp/hp) 

(土)

u-a 

出願は 8月 158
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展

今
月
の
「
河
川
愛
護
月
間
」
に
あ
わ

せ
、
町
内
・
大
洲
市
の
小
学
校
四
j
五

年
生
が
肱
川
・
矢
落
川
を
題
材
に
し
て

介
護
保
険
導
入
に
伴
う

高
齢
者
実
態
調
査
の

実
施
に
つ
い
て

介
護
保
険
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
六

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の

制
度
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
事

前
に
介
護
保
険
事
業
計
画
書
を
作
成
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
計
画
書
作
成

に
は
、
そ
の
基
礎
と
し
て
高
齢
者
の
実

態
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す。
そ
こ
で
、
町
で
は
、
町
内
に
居
住
し

て
い
る
六
十
五
歳
以
上
(
基
準
日
を
設

定
)
の
全
て
の
方
を
対
象
に
、
調
査
員

司自
伊

J色

描
い
た
絵
画
、
約
五
十
点
が
展
示
さ
れ

ま
す
。皆

さ
ん
、
河
川
愛
護
を
呼
び
か
け
た

子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

{
日
時
}
七
月
二
十
二
日
j
八
月
四
日

(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
)

が
訪
問
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
す
。

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
七
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
状
態
像
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
意
向
の
把
握
を
す

る
た
め
の
、
今
後
の
大
切
な
基
礎
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

認
定
農
業
者
制
度

農
業
経
営
改
善
計
画
作
成

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

長
浜
町
に
お
け
る
、
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
に
基
づ
く
認
定
農
業
者
は
、

現
在
五
十
三
人
と
な
り
ま
し
た
。

認
定
農
業
者
に
な
る
た
め
に
は
、
概

ね
五
年
後
を
目
指
し
た

O
農
業
経
営
規

模
の
拡
大

O
生
産
方
式
の
合
理
化

O
経

営
管
理
の
合
理
化

O
農
業
従
事
の
態
様

の
改
善

i
な
ど
、
大
き
く
四
つ
の
目
標

と
、
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
の
措
置
を

記
載
し
た
農
業
経
営
改
善
計
画
を
作
成

し
、
町
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

~4~ 

認
定
農
業
者
に
な
る
と
、
次
の
よ
う

な
計
画
達
成
に
向
け
た
様
々
な
支
援
措

置
が
あ
り
ま
す
。

①
農
業
委
員
会
に
よ
る
農
用
地
の
利
用

集
積
の
支
援

②
ス
ー
パ
ー
総
合
資
金
等
の
制
度
資
金

の
融
通

③
割
増
償
却
制
度
の
税
制
上
の
特
例

④
経
営
改
善
に
関
す
る
研
修
等
の
実
施

⑤
長
浜
町
認
定
農
業
者
支
援
対
策
事
業

.・・など。

今
年
度
も
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
日
時
一
七
月
二
十
三
日
(
木
)
午
後

一
時
三
十
分
i

一
場
所
}
J
A
長
浜
本
所

臣から定期船「あおしまユ ¥ 
の運航時聞が変わりますソ

開
丹江

l
¥

会
議
室

発 11:30I着 17:00
一一一一」←一一」

着 1;:15I発 1615

一

程

一
j
長
浜
町
立
図
書
館
j

一

一
O
日
本
型
シ
ス
テ
ム
の
終
鷲
一

一

上

田

紀

行

一

一
O
山

羊

と

暮

ら

し

た

理

重

松

博

明

一

一O
辺
境
白
近
境村

上

春

樹

一

一
O
も
の
の
見
か
た
感
じ
方

渡

辺

淳

一

一

一
O
は
ず
れ
の
記

E

宮

尾

登

美

子

一

一O
犠
牲
へ
の
手
紙

同

柳

田

邦

男

一

一
高
野
一



tIJ
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
1

あ
な
た
の
家
族
や
友
芝
ち
が
、
事
故

や
病
気
で
突
然
目
の
前
で
倒
れ
た
と
き
、

あ
な
た
は
正
し
い
応
急
手
当
が
で
き
ま

す
か
。救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
問
、
そ

ば
に
い
る
人
が
必
要
な
応
急
手
当
を
行

う
か
ど
う
か
で
、
そ
の
人
の
生
死
を
左

右
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

十
八
洲
消
防
署
長
浜
支
署
で
は
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
に
で
き
る
応
急
手

当
に
つ
い
て
、
次
に
よ
り
救
命
講
習
を

開
催
し
ま
す
。

救
命
に
つ
な
が
る
こ
の
講
習
に
、
あ

な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
間
開
催
日
時
}
八
月
十
一
日
、
十
月
十

三
日
、
十
二
月
八
日
(
い
ず
れ
も
午
前

九
時
;
正
午
)

{
開
催
場
所
]
ふ
れ
あ
い
会
館

{
お
問
い
合
わ
せ
一
消
防
長
浜
支
署

(
密
五
一
一

O
一
五
四
)
ま
で

いざという時あなたにもできますか?

シールは
充実に

ーます
~置法スタ/プ会~

加盟庖でお買 い 物 を す る と 、 金

額に応じてもらえる「ふくふくシー

ルJo60枚 ためて台紙が満i援にな
ると規定のお買い物ができますが、

それ以外に、 こ の シ ー ル が 町 内 の

教育施設の設備充実に役立ってい
ることをご存じですかっ

満帳されると、加盟屈で教育助
成金欄に捺印しますので学校など

の教育機関にお渡しくださしミ。そ

の枚数に応じて、当会から教育資
金の助成をさせていただきます 0

1お問い合わせ1長 浜 ス タ ン プ 会

(宮 52-1377)まで

ガス風呂釜、ガス湯沸器等の設置士事の欠陥によるガス事 故 の

発生を防止するため、「特定ガス消費機器の設置て事の監督に関

する法律J(通称「特監法J)が制定されています。

これにより、排気筒が必要なガス湯沸器(小型湯沸器を除く)

やガス風呂釜を室内に取り付ける;場合は、国家資格を持った人が

立ち合りて正しい施工の指示、監督を行い、施工のあと監督者-t'"

表示ラベルを貼付するよとになっていナす。

今後、とのような機器を室内に取り付けたときは、表示ラベル

が貼られていることをあなた自身が確かめ、安Jし、してガス機器が

{支えるようにしてくだきい υ

【お問い合わせI四国通商産業局環境資加、部環境資源課(宮 o8 

7-831-:)141) まで

「純友と将門東西の兵乱-J
を開催します

~愛媛県歴史文化博物館~

(主要奈ラベjしの仔1)

1 ~寺定カス材費号機器の位置エ事の監督に
i する ti~軍繁5奈の規定による喪来

|工事車問「自主主五-せ看ニ主(対
I x~';f;'& ワ遺品壬 TEL 23's~ -6'''~~' 

直望者t氏名 I:< <"~~ ~~t，~ 
1格庄の番号 1 542S7cccuf 
i祐三内容及びlMUEil直工事 ! 
施工正月田|与え"C年令月/日!

愛媛県歴史文化博物館では、次

のとおり企雨展を開催します。

この機会にぜ、ひご鑑賞ください。

【内容110世 紀半ばに、瀬戸内海

を舞台に西国一 帯 で 乱 を 起 こ し た

藤原純友と、同 じ 頃 関 東 で 乱 を 起

こした平将門を取打上げ、それぞ

れの勢力基盤、乱の経緯、伝承に

関わる資料を展示ー紹介します。

{開催期間] 7月1111~ 8月30日

I開館時間I午 前 9時一一午後 5時

(入館は午後 4時半まで)

{会場】愛媛県 歴史文化博物館:

企画民示室

【休館日}毎週月曜日

円の場合は室長日)

I観貰料]区分に応じて必要です。

[お問い合わせ}受援県歴史文

化博物館 ( 宮 o8 9 4一

62-6222) まで

(ただし干兄

-5-



査
会
法
施
行

五
十
周
年

検
察
審
査
会
法
が
施
行
さ
れ
て
本
年

七
月
十
二
日
で
五
十
周
年
に
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
、
犯
罪
の
被

害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

け
れ
ど
も
、
検
察
官
が
被
疑
者
を
起
訴

し
て
く
れ
な
い
。
・
:
こ
の
よ
う
な
場
合

に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
の
善
し
悪
し
を
、

国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一

人
の
検
察
審
査
員
が
審
査
す
る
の
が
検

察
審
査
会
で
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
検
察
審
査
会
事
務

局
(
盟
三
四
l
二
O
三
人
)
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

配
時
航
一
一
山
崎

す

直

2
を

言

~

約

ま

1
日

相

時

時

4
4
(
~
祭

主

|

撫

川

寵

通

半

祝

c

u

i
掛

け

均

畠

時

(

引

制

柱

受

S
S
岡崎

9
分
、
て

1

お
崎
。
前
日
刊

iι

町
制
制

も

時

孟

午

ι
木
約

量一ユ
4
4
曜

時

身

厘

予

悶

ト

'

会

叫

明

毎

(

Z
E
W
J
r
時

hu

トし

切

M
開

航

船

劇

部

部

回

帰

芭

魁

月

午

相

相

需

ト

の

す

士

診

制

日

門

ま

護

4

0

談

専

じ

弁

宮

相

0

0

社団法人日本損害保険協会

松山自動車保険請求相談センター
松山市花園町 1-3日本生命松山市駅前ビJレ6指

松山調査事務所内(~089-945-5500)内

胃既面.'I!. 量， 百凪
冒..!!Ir.l唾lIUl

交通事故

ご相談

一
「
一
人
で
も
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

を
な
く
そ
う
よ
」

圃
こ
れ
は
、
ぼ
く
が
作
っ
た
ひ
ょ

一
う
語
で
す
。
一
人
で
さ
み
し
そ
う

.
に
遊
ん
で
い
る
人
を
見
つ
け
た
ら
、

一
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
ら
い
い
と
恩
つ

一
て
、
こ
の
ひ
ょ
う
語
を
作
り
ま
し

園
た
。

ぼ
く
は
、
一
人
で
遊
ん
で
い
る

m

人
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
そ
の
人
は
、
鉄
ぼ
う
の
所
に
い
ま

一
し
た
。
そ
し
て
、
す
な
を
さ
わ
っ

一
て
、
、
手
の
上
に
の
せ
て
遊
ん
で
い

一
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
み
ん
な
か
ら
な

か
ま
は
ず
れ
に
さ
れ
て
、
一
人
で

一
遊
ん
で
い
る
ん
だ
と
そ
の
と
き
思

一
い
ま
し
た
。
さ
そ
お
う
と
思
っ
た

一
け
ど
、
ぼ
く
は
ク
ラ
ス
の
人
と
遊

一
ん
で
い
た
か
ら
さ
そ
え
な
か
っ
た

の
で
す
。
学
年
が
ち
が
う
か
ら
、

み
ん
な
が
い
や
が
っ
た
ら
い
け
な

一
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
わ
り
の
み

一
ん
な
は
、
一
人
で
遊
ん
で
い
た
そ

一
の
人
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
よ

をてと「と「はと---， A と「い にみ昼いー いの後どう
し、言よ聞な、、い君、よまサん休日人あまこ、、で
てーいしきん 走けは A しし ッなみがでるしとみさす
い人また返で りん、君てたカがにあし日たはんそ
たでしくし J な J ほ ι己。 J 楽クりか、。わなえほ
人 遊 た な ま が く百 ぼをしラま遊ぼ す と な く
はび。いし ら のい くしそスしべく れ遊かは
、まぼけた 言 方 ま 同てうの 72な長 てんつ

ぼしくん。 いをし でた気
く たは ~A ま ふた園田園園田盟田園田園開園田薗田園醐圏園田画誕踊盟副 いのづ

iに。、 若 し り。瞳盟摺覇軍afk聖路軍監活謹輯てでい
はサあ は た 向す由自.:;会理睡同盟蹴橿臨書盟国関 、すて

:気ツ き 、 。 いる !一一一一一一一一一一一一一一一一十一一「 そ 。い
づカら ぼ てとのそた

iい I め く 、、 I IひとりぼっちJ I人のけ

し 気 になんをボ思で思てんで
た持こなでだす l いぼいくない

i芸富宣| 小学 3年生 !空 222J会fEE5
2主主主| ( 9年度人権作文集より) lf Z五2主Yモ広三会

つ 人 し きなしソっし何はる し
なたでては い遊やのんたいがにかまてたて度、のた
か よ 遊 い 、 A でぶつ方なりろらはっしーでくもどに
まうんま知君すのぱがでしなし、た 72人すれ何うほ 心

なですらと 0 はり楽遊まこたしで で。な度しく の
ず気い。なは つ、しんしとりやすーササいもてだ中
れが た い、 ま ー い だ た が 、 べ 。 人 ッ ツ の 、 か けで
にし子 う 今 ら人でと。でいりみでカカかななよ
さまの ち で な で て き み き ろ な ん 遊 1 J とんとし み

a 
E 

-. 園.開閉園商圏圃幽園圃圃・・園田 a ・ --岡田--開田園田曲目・開咽岡田園自国盟国園田 E 圃ー圃・園田且・園田園園田園・四・冒町四車園 E 園圃岨・=圃圃・--園田園田園田 E 園-回直圃圃園田明冒圃--圃圃圃圃園周咽昭明開開園 E 圃圃
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れ
て
、
一
人
で
遊
び
、
つ
ま
ら
な

く
て
い
や
だ
な
と
い
う
気
持
ち
だ
っ

た
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に
さ
そ
っ

て
あ
げ
た
ら
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す。
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
い
る
子
を
見

つ
け
た
ら
、

「
い
っ
し
ょ
に
や
ろ
う
。
」

と
、
学
年
と
か
関
係
な
く
さ
そ
い

た
い
で
す
。

「
よ
し
て
。
」

と
言
つ
で
き
た
ら
、
や
さ
し
く

「
い
い
よ
。
」

と
言
い
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
を

し
て
、

A
君
み
た
い
に
し
な
け
れ

ば
、
み
ん
な
で
楽
し
く
幸
せ
な
一

日
が
送
れ
る
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
な
か
よ
く
し
て
、
ひ

と
り
ぼ
っ
ち
の
人
を
見
つ
け
た
ら

ど
ん
ど
ん
さ
そ
っ
て
、
な
か
よ
く

し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う

や
っ
て
い
っ
て
、
友
だ
ち
を
い
っ

ぱ
い
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。



L
E
T
Sタ
棚
グ
キ
シ
グ
一
代
表
者
菊
地
茂
子

生
活
改
善

さ
わ
や
か
ゲ
ん

l
ブ

里
芋
の
コ
ロ
ッ
ケ

(
4
人
分
)

{
材
料
}里

芋
合
挽
き
肉

ゴ
マ
油

醤
油

塩胡
板

ら
っ
き
ょ
漬
け

五
O
O
g

二
O
O
g

小
さ
じ
二
杯

大
さ
じ
二
杯

少
々

少
々

巧
カ
ッ
プ

適
量

適
量

適
量

適
量

適
量

小
麦
粉

溶
き
卵

パ
ン
粉

キ
ャ
ベ
ツ

パ
セ
リ

一
作
り
方
一

①
里
芋
は
皮
の
ま
ま
き
れ
い
に
洗
い
、

ナ
イ
ロ
ン
袋
に
入
れ
電
子
レ
ン
ジ
強
で

約
十
分
間
加
熱
し
、
布
巾
で
皮
を
む
き
、

ボ

l
ル
に
入
れ
、
麺
棒
で
つ
ぶ
す
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油
を
熱
し
、
合

挽
き
肉
を
妙
め
、
醤
油
、
塩
、
胡
棋
で

味
付
け
し
、
①
の
中
に
入
れ
混
ぜ
、
好

野外覇軍溢評論家

み
の
形
を
作
り
、
小
麦
粉
、
溶
き
卵
、

パ
ン
粉
を
つ
け
揚
げ
る
。
パ
セ
リ
と
キ
ャ

ベ
ツ
の
千
切
り
を
添
え
て
で
き
あ
が
り
。

て静ますf
愛護畏謡!司野会

場教室出海支部

(民謡)

私
た
ち
の
愛
媛
民
謡
同
好
会
堤
教
室

出
海
支
部
が
誕
生
し
て
、
早
く
も
十
年

余
り
が
経
ち
ま
し
た
。

現
在
会
員
は
七
人
で
す
が
、
よ
き
先

生
や
仲
間
に
恵
ま
れ
、
週
に
一
回
二
時

間
の
お
稽
古
を
楽
し
み
に
通
っ
て
い
ま

す。
地
元
の
各
種
行
事
や
、
文
化
協
会
主

催
の
芸
能
発
表
会
へ
の
出
演
な
ど
、
各

種
発
表
会
で
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披

露
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
謡
は
お
腹
の
底
か
ら
大
き

な
声
を
出
す
こ
と
で
、
健
康
維
持
に
も

大
き
く
役
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
唄
は
心
の
糧
と
も
な
っ
て
お

り
、
民
謡
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
仕
事
に

励
む
今
日
こ
の
頃
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
私
た
ち
と
一
緒
に
民
謡

を
唄
っ
て
楽
し
く
健
康
的
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

{
代
表
者
}
橋
本
初
子
(
出
海
a

宮
五

一一一

1
0
0
八
二
)

一
練
習
日
@
時
間
一
毎
週
水
曜
日
(
夏

季
;
午
後
八
時
1
十
時
、
冬
季
・
:
午
後

七
時
半
1
九
時
半
)

一
場
所
一
出
海
公
民
館

一
会
員
]
橋
本
初
子
、
野
地
豊
子
、
畑

山
安
子
、
谷
井
裕
、
谷
井
光
恵
、
工
藤

米
徳
、
工
藤
春
子

愛媛民謡同好会堤教室出海支部の皆さん

ーすー



白
球
を
追
っ
て

1
少
年
野
球
四
国
大
会

1

五
月
九
日
、
十
日
の
二
日
問
、
町
民

運
動
場
で
日
本
少
年
野
球
第
五
回
四
国

大
会
が
開
催
さ
れ
、
七
チ
l
ム
約
百
人

の
野
球
少
年
が
参
加
し
て
白
熱
し
た
好

ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

結
果
は
、
優
勝
が
宇
和
フ
ラ
ワ
ー

(
宇
和
町
)
で
、
準
優
勝
が
大
西
ク
ラ

ブ
(
大
西
町
)
、
期
待
の
地
元
長
浜
サ

ン
デ
ー
ズ
は
、
優
勝
し
た
宇
和
フ
ラ
ワ
ー

に
準
決
勝
で
惜
敗
し
た
。

な
お
、
長
浜
サ
ン
デ
ー
ズ
で
は
、
野

球
の
好
き
な
小
学
生
を
募
集
し
て
い
る
。

一
連
絡
先
一
菊
地
洋
一
(
宮
五
七

!
O

夏
め
く
山
頂
で
盛
大
に

1
斎
藤
山
ま
つ
り

1

四
三
四
)

一
練
習
日
一
毎
週
日
曜
日
(
午
前
九
時

i
正
午
)

五
月
二
十
四
日
、
斎
藤
山
山
頂
広
場

で
第
十
一
回
斎
藤
山
祭
り
が
開
催
さ
れ

た。

恐いかつて?それよりお母さんは?

あ
い
に
く
の
小
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

会
場
に
は
町
内
外
か
ら
約
三
百
人
の
参

拝
者
が
訪
れ
、
厄
除
け
や
家
内
安
全
な

ど
を
祈
願
し
来
場
者
全
員
の
御
神
像
拝

戴
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
餅
撒
き
に
続
き
祇
園
太
鼓
、

お
神
楽
が
奉
納
さ
れ
た
ほ
か
、
女
性
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
焼
き
そ
ば
や
斎
藤
山
鰻

頭
な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
た
。

普
段
は
静
か
な
山
頂
も
、
こ
の
日
ば

か
り
は
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
な
ど
で

一
日
中
賑
わ
っ
て
い
た
。

色
彩
と
枝
披
り
の
競
演

1
さ
つ
き
展
示
会

1

その球もらった-1

五
月
三
十
日
か
ら
六
月
四
日
の
六
日

間
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
第
二
十
五
回
さ

っ
き
展
示
会
が
開
催
さ
れ
、
期
間
中
約

九
百
人
が
鑑
賞
に
訪
れ
た
。

初
日
に
は
お
茶
コ
ー
ナ
ー
、
二
日
目

に
は
パ
ザ
I
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
た

会
場
に
は
、
色
と
り
ど
り
約
六
十
鉢
の

さ
つ
き
が
咲
き
乱
れ
て
い
た
。

今
年
は
、
開
花
が
例
年
よ
り
約
二
週

間
早
く
見
頃
が
心
配
さ
れ
て
い
た
が
、

u 
i勾で6

健
農
は
み
ん
な
の
願
い
:

ー
長
浜
町
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ー

五
月
二
十
四
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を

主
会
場
に
第
四
団
長
浜
町
健
康
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

約
五
百
人
が
訪
れ
た
。

会
場
に
は
、
健
康
に
関
す
る
展
示
・

相
談
コ
ー
ナ
ー
や
、
体
験
、
試
食
、
国

保
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、
参
加
者
ら
は
、
自
分
の
健

康
に
関
す
る
こ
と
だ
け
に
、
各
コ
ー
ナ
ー

で
は
熱
心
に
資
料
や
デ
l
タ
に
見
入
つ

そ
の
色
彩
と
見
事
な
枝
振
り
は
、
来
場

者
を
魅
了
し
大
い
に
満
喫
さ
せ
て
い
た
。

て
い
た
。

ま
た
、
嵐
展
望
コ

I
ス
を
折
り
返
す

さ
わ
や
か
ウ
ォ

I
ク
で
は
、
帽
子
に
タ

オ
ル
、
リ
ュ
ッ
ク
姿
な
ど
の
参
加
者
約

七
十
人
が
す
が
す
が
し
い
汗
を
流
し
た
。

島九

嵐展望台往復コースで有われたさわやかウオーク 来場者を魅了したさっき展示会

午
後
か
ら
は
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み

の
松
原
英
多
(
医
学
博
士
)
先
生
に
よ

り
、
「
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

健
康
の
常
識
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が

行
わ
れ
た
。
聴
講
者
ら
は
、
「
女
性
の

長
生
き
の
秘
訣
」
や
「
ぽ
け
な
い
た
め

の
健
康
法
」
な
ど
の
、
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
た
興
味
深
い
話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。
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講演を行う松原英多さん

高

II~ 
運圃
?国

主
カ

海
よ
り
の
濃
霧
陸
へ
と
流
れ
込
み
金
毘

羅
山
に
小
綬
鶏
の
声田

丸

冨

枝

金
婚
の
近
づ
き
く
れ
ば
と
に
か
く
に
健

や
か
に
あ
れ
と
思
ひ
和
ら
ぐ

稲

田

都

早
苗
田
に
蛙
の
声
の
高
ま
り
て
梅
雨
の

は
し
り
の
雨
降
り
し
き
る

兵

藤

者E



川
町

F

且
ハ
頭
信
男
さ
ん
料

納
ら
四
国
行
政
監
察
支
局
長
表
彰
1

桝

五
月
十
八
日
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ

た
平
成
十
年
度
行
政
相
談
委
員
全
体
会

議
の
席
上
、
櫛
生
の
兵
頭
信
男
さ
ん

(
七
六
)
は
、
多
年
に
わ
た
り
住
民
の

影
の
力
と
な
り
行
政
に
対
す
る
不
満
や

悩
み
事
を
受
け
、
各
行
政
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
の
地
道
な
活
動
と
努
力
を
さ

れ
て
き
た
功
績
に
よ
り
、
四
回
行
政
監

察
支
局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

塾講説話器援

ム渡藤
組連井
明和嘉
立子友
長ささ
ぞんん

蕗都帯電F縞

よ
り
、
出
海
の
藤
井
妻
さ
ん
(
六
九
)

は
防
犯
相
談
所
長

F

青
少
年
補
導
委
員

と
し
て
、
ま
た
、
白
滝
の
渡
撞
和
子
さ

ん
(
五
七
)
は
大
洲
地
区
少
年
警
察
協

助
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
愛
援
県
防
犯

協
会
連
合
会
長
・
愛
媛
県
警
察
本
部
長

連
名
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受賞された藤井さん

何
一
岡
弘
美
さ
ん
桝

蜘

s自
衛
隊
父
兄
会
県
連
合
会
長
ぷ
苧
綱

五
月
二
十
六
日
、
松
山
市
で
開
催
さ

れ
た
自
衛
隊
父
易
会
愛
控
県
支
部
連
合

会
定
期
総
会
の
席
上
、
同
会
長
浜
支
部

長
の
松
岡
弘
美
き
ん
(
今
坊
・
五
七
)

辻
、
自
衛
隊
父
兄
会
の
充
実
発
展
に
献

身
的
な
努
力
を
さ
れ
た
功
績
で
、
全
面

自
衛
隊
父
兄
会
愛
媛
県
支
部
連
合
会
長

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

麟

鈴

木

典

桝

糊

1
統
計
功
労
者
で
表
彰
1

鰍

五
月
二
十
七
日
、
松
山
市
で
開
催
さ

れ
た
統
計
協
会
総
会
の
席
上
、
長
浜
の

鈴
木
典
子
さ
ん
は
、
統
計
業
務
及
び
統

計
協
会
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
愛
媛
県
統
計
協
会
統
計
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

騨

長

浜

保

育

所

内

輪

1
優
良
学
校
団
体
等
表
彰
1

鰍

五
月
二
十
九
日
、
大
洲
市
で
開
催
さ

れ
た
大
洲
交
通
安
全
協
会
総
会
の
席
上
、

当
町
の
長
浜
保
育
所
は
、
幼
児
の
交
通

さ
ん

安
全
教
育
を
積
極
的
に
推
進
し
、
空
通

事
故
防
止
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
、

大
洲
交
通
安
全
協
会
・
大
洲
警
察
署
長

連
名
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
交
通
安
全
運
動
の
啓
発
に

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

受賞された松岡さん

宝くじの収益金は、私たちの街の公共事業に役立てられています。

〔発売総額 1，200億円 40ユ三ツトの場合の当せん金) 市町村振興第383回全国自治宝くじ

市十| サマージャンボ宝〈じ
打王てー ・ ・0 ・・・6，000万円 … …12C引 1等ー前後賞合わせて
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4こ守 ・・・ ・ .，.. . I，UUUノJ円 一…… ILV全 等6.000万円X120本/前後賞事ι500万円
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ラッキーレジャー釘 ー 50万円 …'4，OOC本 I.当せん金支払L期間・平成10年 8 月 24日目}~平成11年 8 月幻日開

お問い合わせ先 ft03-3596-3771 

H

出
海
小
学
校
日

人
の
世
の
矛
盾
の
陰
に
病
む
友
の
酷
き

痛
み
は
耐
へ
難
き
か
も

平

見

朝

子

減
反
の
政
策
守
り
額
ぶ
ち
の
田
植
終
わ

り
ぬ
子
等
の
帰
り
て西

山

品

子

育
き
風
吹
き
抜
け
る
山
に
成
り
あ
お
き

く
す
り

み
か
ん
に
薬
剤
か
け
行
く
朝
を

池

田

蓉

子

て
の
な
か
で
や
さ
し
く
ひ
か
る
ほ
た
る

さ

ん

一

年

宮

田

力

た
ん
ぽ
ぽ
が
ふ
わ
ふ
わ
と
ん
で
ち
ょ
う

の

よ

う

二

年

松

本

英

霊

か
ぶ
と
む
し
ふ
た
を
あ
け
た
ら
に
げ
る

か

な

三

年

塚

井

伸

平

青
い
空
こ
い
の
ぼ
り
だ
け
う
か
ん
で
た

四

年

清

水

友

輔

こ
い
の
ぼ
り
家
族
な
ら
ん
で
楽
し
そ
う

四

年

漬

川

裕

介

雨
よ
ふ
れ
稲
が
喜
ぶ
も
っ
と
ふ
れ

五

年

篠

原

有

輝

青
空
が
雲
と
い
っ
し
ょ
に
笑
っ
て
る

五

年

山

U

潤

朝
日
、
っ
け
ぐ
ん
ぐ
ん
仲
ぴ
る
カ
ボ
チ
ャ

か

な

六

年

田

中

正

浩

草
千
里
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
馬
か
け
る

六

年

東

浦

純

こ
い
の
ぼ
り
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
大

空

へ

六

年

安

藤

香

一 9-
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ま
ち
か
ど

(
五
月
三
十
一
日
撮
影
)

昨
年
の
六
月
号
で
ご
紹
介
し
た
、

J

R
長
浜
駅
敷
地
内
の
空
き
地
で
す
。

松
風
花
の
会
や
喜
多
石
油
社
員
の
皆

さ
ん
ら
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
空
き
地

は
、
今
年
も
サ
ル
ビ
ア
や
百
日
草
、
ア

ジ
サ
イ
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花
が
き
れ

い
に
咲
き
乱
れ
、
行
き
交
う
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
:
。

陶岸本印刷印刷平成10年 7月 1日発行平成10年 7月号広報ながはま

ごみを減らす生活への
し④

司k検 多くの場合ごみを増やすことと結びついて 町キ

* います。ごみの増えない本当に豊かな生活を心 キ

* iJ宝けーましょう 0 ・r*
* ① 使い捨て商品より再生できるものを! * 
キ プラスチックよりはガラス製品を、中身の詰め替えが * 
f できる商品を選ぼう 。 検

兼務 ②長い時間使えるものを!

u 流行に惑わされず、飽きのこないも の、壊れにくいものかご

二 を考えて選ぼう 。

決 ③ 今使っているものは

* もうイ吏えないのか!

* 古くなって調子が悪

九 いからと買い換えずに、

キ 修理や掃除をしてな

発#るべく長く使お
T 、
一条“つ 。

H 検検***: 
捨てる前にもう一度よく考えて

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

5
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保
護
者
名

英貴 寿 秀幸
紀司進 一 雄 人
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竹 漬 肥
本国後

優 T
茄か太た美み芹す彩章晃雪
奈会郎守礼町圭か筆か人E

t兵 t兵 t兵 ir首 iifli毎i

出

玉
井

7月は 1年の後半最初の月で、

住民の期待は大きい。過ごした前

半を回顧し、 町民の期待に応える

町政の実践を しよ う。

最も夏らしい 季 節 と な る 。 雲 の

芸術を恩わせる入道雲が湧き、俗

界を見下ろす。陶淵明の詩に「夏

雲多奇峰」とある。雲の主義とも言

い、「航海や夜昼となく雲の峯」

の虚子の句が浮かぶ。 1日は、雲

峰の山聞きや海聞きで賑わう 。躍

動的人間模様が繰り広げられる。

15日は孟蘭盆で、精霊の送迎と

墓参を通し、祖先を家族して敬い

感謝し合う。

小中学校は 20日から夏 休み、

教育の主体は家庭に移る。 子ども

たちと話し合い、夏休みが困撲の

場 となる工夫をしよう。その時家

族の紳は深まり、夏休みにありが

ちな非行の芽を押さえて善良な子

ど も た ち を 育 成し、長浜町の 21

世紀を背負ってくれる子どもたち

が養成され、町の発展に尽力して

くれるだろう。

加 えて 7月には、参議院議員の

選挙もある。汚職や不正を排除し

て、公正で国民のための政策ので

きる人に一票を投じよう 。長浜町

も新町長・新助役の活躍を期待し、

真に町民の期待に応えるため吏員、

町民一体となり、豊かで、住み良く

文化の薫る町づくりに尽力し、希

望あふれる後半にしてもらいたい。

行政者は、町 民 一 人 ひ と り の 声

に耳を傾け、真実味のある温かさ

を忘れず新鮮な取り組みをして、

長浜町の礎とされたい。

人口・世帯数のうごき

5月末現在 前月との比較

10，261人 14人減

人 口 (男 4，846人) (男 4人減)
女 5，415人 女 10人減

世帯数 3，674世帯 4世帯減

折
笠

長長長沖沖

矢
野

お
〈
や
み

5
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

今長白須

坊浜滝沢

上立泉面

岡

勝
(
七
人
)

隆

(七
七
)

キ
ミ
エ

(九
O
)

秋

義

(七
三
)

田花


